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MRダンパを用いたサスペンションシステムの検討
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MR流体は磁界印加により粘性を変化させることができる機能性流体せある。この流
体を使用したダンパを自動車のサスペンションに利用することにより、サスペンショ
ンに存在する『乗心地Jと『走行安定性Jの矛盾を解決するシステムについて検討を

行った。現在までにMRダンパの特性を調べ、サスペンションに利用した場合のメリ
ットについて評価を行った。
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1.はじめに
近年まで，機械に対する一番の要求は出力や

効率といった点に重点が置かれ，これらを満た

すように技術は発展してきた.しかし現在では
多くの分野でそれらを満たすことができるよう
になり，最近の要求はさらに高いレベルでの性
能を有することに変化してきている.
そういった要求を実現するために，状況に応

じて特性を変化させることのできる機能性材料
と呼ばれるものが注目を集めており，そのなか
でも流体のレオロジー特性を外部からの電気信
号によって変化させることのできる流体(I)~~注
目されている.例えば電界印加で見かけの粘度
が変化する風流体(Elec加・貼ωlogil阻1tl凶ds)，
磁界印加で見かけの粘度が変化する MR流体

(ma伊胸・R蜘 l句i伺 lFl凶也:)，磁界により吸引さ
れる磁性流体があり，総称して機能性流体と呼

ばれている.このような機能性流体を使用した
機械部品は多く開発されているが，それらの機
械部品を用いた機械の例は多くなく，従来の装
置に取って代わるような，あるいは使用法が求
められる.ここではMR流体と皿流体を比較し
(表 1)(2)，使用範囲温度と特性の変化量に注目し
MR流体を取り扱う.
T曲，lel Co~釦nofMR. t1uid and ER fl凶&

MRf1uid ER.f1uid 

明鈎帽ity[l、.s1 0.1-6.3 0.2-6.3 

Y"teld紺閣制制}酔Pa] S6-1ω 2同5

Respon鍵句eed[sec] 1σs 10唱

powerα描田町訓蜘[W/cm1 1σ・四10V 1σ"-10'・4

serv陶臨時棚nrage['t:] ~120 10--60 

一方，自動車のサスペンションは車体を支え
乗員の快適性を保ちつつ『走るJ，r曲がるJ，r止
まるj といった運動性能を満たす必要がある仰.

しかし従来のパッシプサスペンションの場合こ
れらの要求を同時に満たすことは困難であるた
め，乗り心地と走安性といった相反する要求に
対してある程度妥協している現状である.この

問題を解決するためにアクティプサスペンショ
ンやセミアクティプサスペンションといったも
のが実用化されているが，コストや信頼性の問

題からすべての自動車に搭載するには至ってい
ない.しかし技術の発展とともに消費者の要求
も高まっていることから，電子制御サスペンシ
ヨンは今後発展していくものと考えられる.

本研究では， MR.流体ダンパを使いパッシプサ
スペンションの持つ矛盾を改善することを試み
る.

2. MRダンパの抵抗カ指生理蛤
2・1 抵抗カ発生理論
MR.流体は，径が数μmほどの磁性体粒子を鉱

物油などの溶媒に混ぜた非コロイド溶液である.

MR.流体の大きな特徴は，外部から印加した磁界
方向に磁性体粒子がクラスタを形成することで
流体の粘度を可逆的に変化させることができる
点にある.図 1にMR流体における MR効果の
発生の概念図を示す.MR.流体は磁場が印加され
ない状態では溶媒の分子粘性による抵抗が作用
し，その特性はニュートン流体として振舞う.
そして磁場を印加すると磁界方向に連なったク
ラスタの張力が抵抗となり，見かけ上の粘度を


